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きょうは国 際泌 尿器科学 会SIUの 理事長 を してい
らっしゃる先生 にいろいろお話 をお伺い したい と思い
ます.ま ずSIUの 歴史,も う100年以 上 にな ります
か.
阿曽:100年に はな って い ませ ん.1908年,SIUの前
身であ るAssociationInternationaled'Urologieとし
て出発 しました.そ れで3回 学会 を開催 した後,第 一
次世界大戦 にな り一時中断 され ま した.第 一次 大戦が
終 わ っ て1921年に,今 日のSoci6t61nternationale
d'Urologieが出発 しま した.今 度の イ ン ドの学会が,
1908年の第1回 の大会 か ら数 えて第25回目とい うこと
にな ります
吉 田:そ の辺 は もう一度後 でお伺 い しますけ ど,ど う
い うふ うな発 展 の歴 史 が あ るのか とい うこ とが1つ
と,今 や21世紀 に向 けて国際化 とい う言葉 自体が死語
に近 くな ってい るような,そ うい う時代 において 日本
の泌尿器科 医 に とって,国 際学 会 とい うのはSIUし
かないわ けです
阿曽:そ の辺が先生,問 題があ るんです ね.
吉田:そ の辺の ことをまずお伺い して い きたい.
それか ら現在 のSIUが 抱 えてい る問題点,そ して将
来の展望.そ して泌尿器科学,ま た わが国 における泌
尿器学会 の代表 的な先達 と して,若 い人 たちに与 える
言葉 とい うよ うな ことをお伺い したい と思い ます
初 め に先 生,SIUの 歴 史,さ っ きち ょっ とお触 れ




logieは1921年に発足 してい ます 総会 を3年 に1回
ずつ 開催 して,今 日に及 んでい ます.2000年か らは更
なる国際化 の時代 に向 かって,2年 に一度 ずつや ろう
とい うこ とになってい ます 最初 はエ リー トの集 ま り
だったわけです ところが国際化が非常 に進 むように
なって,単 なるエ リー トの集団 とい うの はおか しいの
じゃないか,こ の ソサ イエ テ ィは もっと もっとオープ
ンに しな くて はい けない,と い うことで,シ ドニ ーで
の1994年の総会の ときに,こ の学会 はオープ ンにな り
ました.も ちろん各国か らの推薦が あるとい うことは
前提 と してい ます が,一 応 オー プ ンになった わけで
す
これはこういう国際化の時代 にや むを得 ないこ とだ
ろ うと思 います 当然 そういう方向 に向か ってい くん
ですが,反 対 に非常 に発展 した 国か ら発展途上国 まで
あ ります と各 国間で はいろいろ事情が違 います.そ れ
が今大問題 になって きてい るわ けです
それで,も ともとはこの学会 の 目指す ところは泌尿
器科 に関係の あるあらゆる領域 の分野 につ いて国際的
な協力 を して,国 際的 にお互い に切磋琢磨 して勉強 し
てい くこ とです それか ら もちろん国際 的な親善 を深
める.そ の辺が 目的 だったわけです
そ れが今 はそれ に加 えて大 きな 目的は,発 展途上 国
を発展 した国がいか に援助 して やるか,そ れが この国
際泌尿器学会 の大 きな存在理 由になって きているので
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す あた か も国連やWHOが い ろいろ発展途上 国の
お世話 をす る ように.
一方で は,そ うい うこ とをや るための莫大 な資金が
必 要 とな ります これが 問題 となってい ます しか
し,こ れか らはこの学会 は国際 間の援助 に非常 に重 き
を置 くこ ととなるで しょう.
吉 田:先 生,も う少 し詳 しくお伺い したいんですけれ
ども,SIUと い うのが フラ ンスで で きて,一 番最初
のころは私 も記憶があ るんですが,大 変 エ リー トの集
団で あった.ヨ ーロ ッパ の学会 とい うの は割合 とエ
リー トの集団 とい うのがあ ります よね.そ して閉鎖 的
で ある.そ れがあ る時期 までは うま くい っていたのだ
ろ うと思 うのですが,急 にそれ をシ ドニーか ら,今 回
先生がPresidentになられ てか らか な り ドラステ ィッ
クに変 え られた.ポ イ ン トは どうい う改革 なんです
か.
阿 曽:結 局,今 まで はPresidentとVicePresident,
それか らGeneralSecretaryが主体 とな って会 を運営
していたわけです そのためにかな り独善的 なところ
も見 られ ました.会 の運営 としてはや りやすか ったの
か も しれ ませ んが,独 善的 な ところがあ りま した.つ
ま り,PresidentやVicePresidentを出せ ない国か ら
かな り,わ れわれの意見 はどう反映 させ るのだ とい う
問題 も出て きました.過 去 に もそ うい う意見があ った
んですが,学 会 をオープンに した ときに よけいにそ う
い う意見が はっ きりと出て きたのです.
それで はPresident,VicePresidcnt制の代 わ りに
何 をや るか と言 え ば,今 度 はCommitteeをつ くっ
て,CommitteeのChairmanが理事会 を形成 して,
会 を運営 して い くとい う,そ うい う方向に向かったわ
けです
吉田:そ れ はいわ ば学会の近代化 みたいな気 がするん
です けれ どもね.今 までのや り方があ ま りに も古す ぎ
て,会 員 にな りた くて もいろいろなバ リアがあってな
れなか った とい うこともあ りました よね,あ る時代 に
は.
阿曽:そ うですね.
吉田:そ れが オープ ンにな った.一 方,あ ま りオープ
ンにな りす ぎた とい うか,あ ま りに もデモクラテ ィッ
クにな りす ぎた.そ こでいろいろな問題点が生 じてい
る.た だ,や は り先進国 と言 うと語弊 があ りますが,
きちんと した組織が整 っている国が リー ドし,あ るい
は場合 によっては援助 をする とい うこ とをやっていか
な くて はいけない と思 うんですが,SIUが 目指 して
い る もので,そ の他 に ミッシ ョンとしては何が あるん
ですか.
阿曽:そ れは今申 し上げたんです が.そ れか らもう1
つ,先 生,オ ープ ンになった とい うそ もそ もの原 因と
して,も ちろん会員の意 見が強かったのですが,そ れ
と同時 に泌尿器科 に関す るイ ンターナシ ョナル ・ミー
テ ィング,ア ソシエ ーシ ョン,学 会 がた くさんで きて
き た こ と が あ げ ら れ ま すESWL,International
ConsultationonUrologicDiseases(ICUD)とか
しか もそ うい った新 しくで きた国際学会 とい うのはみ
ん な オー プ ンな わ けです.そ うい う ような状況 の 中
で,や は りわ れわ れだけがsegregateされてい る とい
う状態 ではい られなか った.そ れ も大 きな原 因です
昔 はSIUの みが泌尿器科 に関 す る国際学 会だ った
のですが,今 は違 うと思 うんです 今 はた くさんの国
際学 会があ って,そ の 中でSIUの ミッシ ョンは何 か
とい うこ とにな ります と,答 え は大 変難 しくな りま
す 以前 は今独立 して いるような泌尿器科学 関係 の国
際学 会 が カバ ー してい る領域 をすべ て含 ん で,SIU
が泌尿器科 を リー ドす るとい う形で よか ったのです.
ところが今 までSIUが カバ ー して きた領域 か らそ
れ ぞ れ の別 々 の 国 際学 会 が で きて きま した.一 方
SIUはそれ らの学会 と同 じよ うにオ ープ ンにす ると
い うこ とにな った ので,SIUの ミッシ ョンを決 め る
ことが非常 に難 しい時期 になった と思 い ます.
そ こで今 までなか ったSIUの ミッシ ョン として1
つ,developingcountryとdevelopedcountryの間
のギ ャップを埋 める とい うこ とが非常 に強調 されてい
るんです.そ れは言葉で言 うのは簡単 です が,い った
い何 か ら始 めていいか とい うこ とになる と非常 に問題
です
具体 的には,で きればイ ンステ ィチュー トを設 立す
る とか,機 械 を提供す るとか,そ れ もいいんで しょう
が,今 現 実 に経済 的に困 って いるSIUが それ はで き
な い ので,や は りで きる こ と と言 う とdeveloping
countryにdeveiopedcountryから優 れた方が行 って
何 かを教 える とか.あ るいはカ ンフ ァレンスに参加 す
る とか.シ ンポジウムに参加す る とか.そ うい うこ と
だろ うと思 うんです ね.そ れが ギ ャップを埋 める現実
的には一番で きやす い方法です
それか らさらには,こ れ だけイ ンターネ ッ トだ,E
メール だ と発達 した時代 です か ら,そ うい うテ レコ
ミュニ ケーシ ョンの手段 を用 いて,何 かdeveloping
countryに援助 してや る とい うこ とです.そ れ は どこ
かdevelopedcountryでシ ンポ ジ ウム を開 ぎ,テ レ
コ ミュニケーシ ョンによ り世界 の主 な中継 点に転送 し
ます そ して その 中継 点 にdevelopingcountryの人
達 に集 まって もら うという方法 も考 え られ ます.
そういうで きる ところか ら始 めて,次 は地域 の人を
教育す る施設 をつ くる とい うよ うなこ とを将来 や って
いったら と考 えます エ デュケーシ ョンセ ンター をつ
くる とか そこまで は今 は とて もで きませ んが 将来
的 にはそういうところを目指 さない といけないで しょ
うね.
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それか ら,さ らにはインターナシ ョナル ユ ニバ ー
シテ ィとい うような もの もで きて くればいいな と思 っ
てい ます けれ ども.
そ うい う意 味で は各 地でや ってい るSIUの 旗 を掲
げた シンポ ジウムですね.今 度 日本で もや りま したけ
れども.そ うい うもの の意味 は大 きいだろ うと思 って
います.
吉 田:SIUの 総 会 を開 くとい うこ とも,こ れは必要
なことであ ります けれ ど も,そ れだけで はな くて他の
アクテ ィビテ ィを重視 して い らっ しゃると.そ ういう
ことを考 えたいですね.
阿曽:そ うです 昔 はもっぱ ら総会 を開 くことに意義
があ ったのですが,こ れ だけテ レコ ミュニ ケーシ ョン
が発達 して くると,昔 ほどの総会 を開 く意味 はないわ
けです 総会 を開か な くて もコ ミュニ ケーシ ョンで き
ます しね.飛 行機 だけで な く,テ レコ ミュニ ケーシ ョ
ンの発達 した時代ですか ら.総 会 だけ重要視す る意味
は随分薄れてい ると思 いますね.日 本の学会 だってそ
うだ と思 うんです.
日本の学会 に して も,今 まで泌尿器科学会 は総会 を
開 くこと,総 会 を開いて何 か カンファランスをや った
り,シ ンポジ ウム をや った りす ることに意義 を見つけ
ていた傾 向があ りま したが,私 は日本の泌尿器科 学会
ももっと違 う意味で,例 え ば公正な薬の治験 の ことを
やる とか,も っと広 い意味で医学教育の ことにタッチ
する とか,そ うい う新 しい方向 に進んでいかない とだ
めな時代 にな っているのだ と思い ます
吉田:SIUの 現 在抱 えて いる問題点 とい うの も今 の
お話 でよ くわか りました し,将 来の方向 も大体示 され
てい る ように思 い ますが,基 本 は先 生,SIUの 会 員
1人1人 が そ うい うミッシ ョンに向けて参加 する.手
弁 当 と言 えばいいのか,ボ ランテ ィア精神 とい うか,
そ ういう気持 ちで全体 が レベルア ップす るこ とに協力
す る とい う基本が一番大事 で しょうね.
阿 曽:そ うです ね,そ れが な い と このSIUの メ ン
バ ーであ るというこ とのメ リッ トは何 か とい うこ とに
なって しまうんですね.
吉 田:そ うです ね.ア ジ ア泌尿器 科学会で のSIUシ
ンポ ジウムの と きに,先 生 に最初 のpresidentialad-
dressをお願い しましたが,そ の時先生 は,ケ ネデ ィ
の言葉 「ア メ リカがあ なた方 に何 をす るか とい うこ と
よ りも,あ なた方が アメ リカに何がで きるか とい うこ
とを問え」 と同 じような ことだ とお っ しゃい ま した.
まさにその辺 ですね.
阿曽:そ うで すね.そ うい う考 えが ない と今 のSIU
の ミッシ ョンを果 たす ことはで きないで しょうね.
吉田1そ うで しょうね.
阿曽:逆 に考 えて,単 に発展 途上国 を援 助す ることは
いったい何 になるのか,そ んな もの は自分の学問のた
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めに何 に もな らない じゃな いか と,そ う考 えて くる
と,SIUの メ ンバ ーであ る ことの意 義が わか らな く
なって しまうんですね.
吉田:そ うですね.基 本的 には奉仕です よね.
阿曽:そ うい うことですね.
吉田:ミ ッシ ョンをはっき り理解 してほ しい とい う気
持 ちを私 は強 く持 ってい るんです けれ どもね.1人1
人がそれ を持 って,そ して参加 してほ しい と.
阿曽:そ うなんですね.ど ち らか と言 うと若 い先生方
はその辺の ところがわか らない.何 かをサ ブスクライ
ブす るの に安 くな るとか,学 会に出るための費用が安
くな るとか,そ うい うことに直接結 びつ けたが るので
すが,こ れか らの学 会参加 とい うこ とはそれ だけで は
ないんですね.そ れをわか らない といけませ ん.ま あ




















が多 くなって,発 展国と発展途上国の差が開いて くる
と,や はり私は発展途上国 をいかに引 き上げてやる
か.自分以外のことにどれだけ考えを向けられるか.












ですか ら,そ うい う意味 では学会 も今 まで は先進国
の大 きな都市 で開催 して,い いホテルに泊 まってや っ
ていたのですが,そ れだけでは まず いです よね.こ れ
か らはもっと貧 しい学 会をやる ように しない と.そ し
て貧 しい国 を見る ことが必要です それ は泌尿器科だ
け じゃないです.あ らゆる領域でそ うい う必要がある
んですね.そ んな時代 になって きた ように私 は感 じて
い ますけれ ども.
吉 田:自 利利他 の精神が大切で,結 局 自分 の ことばか
りを考 えている と周 りが大変な ことにな っているのに
気がつか ない ということがあ りますね.物 事 を{府鰍的
に見 る ということ も必要にな って まい ります し.
泌尿器科の疾患 も確 かに老 人が増 えて随分変わ って
きました し,わ れわれが泌尿器科医 になった ころか ら
は随分変わ って きました.や は り日本の 中だ けで はな
くて,世 界中で どうい うふ うに変化 してい ってい るか
とい うことに も目を向けて いか な くて はいけない,
阿曽:そ れが これか らは重要 なことで しょうね.な か
なか 自分 に利益が ない,自 分 にとってはあ ま りメ リッ
トのない ところに行 って時間 をつぶす とい うこ とはや
りに くい こ とです けれ ど もね.で きに くい こ とです
が,少 な くともそ うい う心がけ を持つ こ とは必要 じゃ
ないで しょうか.
吉 田:経 済的 には日本 は今不 況だ と言 いますが,し か
しこれだけ豊か な国 にな って,も う少 し精神的 なゆと
りが ほ しいです よね。
阿曽:そ うい うことですね.
この間 もイン ドに年次総会で呼 ばれて行 って きまし
たが,や っぱ り確かに大変です よ.だ けど,あ あい う
ところに平気 な顔 をして行 ける ような努力 を しない と
いけないですね.
吉 田:な るほど.本 当の国際 的 というの はそ うい うこ
とですね.
阿曽:そ うい うことだ と思 うんですね。
吉田:ア メ リカ,ヨ ーロ ッパ だけが国際 じゃないです
からね.ま あ辛い ことで しょうが.
阿曽:辛 い ことです
泌尿器科の臨床研修
吉田:少 し話題が変わりますが,イ ンドの泌尿器科 と
いうのはあれだけ大きな国で,大変リッチなピープル
から,本当に赤貧洗うがごとしの方々までおられるわ












も6カ月でも行 って,そ して患者を診て くると,われ
われがいかにリッチな環境でやっているかということ







吉田:そ うですね.や っぱ りそういう経験 を通じて医


















の学会 としてどうい う対応をするのか とか,そ ういう
問題 も含んで.そ れからもちろん,発展途上国にどう
援助 してやるのかとか、それは国際泌尿器科学会を通
してで もいいんですが.そ ういう話題 も出て くるよう
な学会になって もらいたいですね.こ れは難 しいです
けれども.














で,や っぱ り僕はその2年 間というのは将来泌尿器科
専門医になるための基礎 をやっているわけだから,そ
れプラス3年 ちゃんとやればよいので,や た らと期間
だけ長 くしてやるということは決 していいことではな
いと思っているんです
吉田:そ うですね.同 じローテー トするので も,将来
泌尿器科医になるためにその基礎になる臨床を身につ
けるためのローテー トは,ど ことどこをどういうふう























い.ま た,先 生には くれ ぐれもご自愛をお願い した
い.(吉 田)
